The meaning of “community” in public health nursing activities : Analysis of the narrative data of public health nurses by 牛尾, 裕子 et al.
71千葉看会誌　VOL.24 No.１ 2018.９
KEY WORDS：community，public health nurses，public 
health nursing，concepts
Ⅰ．はじめに
公衆衛生看護の特質は，「集団に焦点をあてること
（population-focused）」「地域志向であること（community-
oriented）」「介入は communityあるいは集団レベルで行わ
れる」とされる１）。日本における公衆衛生看護は，保健
師制度の中で，特に地方自治体の保健所や保健センター
等に所属する行政保健師が活動を通して，実践的な知識
と技術を蓄積してきた。行政保健師は，歴史的に，一定
の地理的区画内に住むすべての人からなる人口集団を受
け持つ体制をとってきた。平山２）は，受け持ち地区制
は公衆衛生の理念を地域の隅々にまで浸透させるため
の活動体制であったとしている。看護職である保健師
は，受け持ち地区を，単なる人口集団（massあるいは
population）とみなすのではなく３），その区域内で生活
する人々とその生活の営みに着目し，その生活者の営み
に即して援助活動を行う。そこには，保健師独自の「地
域」の概念が存在すると考えられる。
本邦の保健師教育テキストでは，地域とコミュニティ
は同義あるいは類似の意味と書かれ４），５），「地域」の
定義として，WHO専門委員会（1974年）やマッキー
ヴァー（1914）によるコミュニティの定義が引用されて
いる６），７）。公衆衛生看護のモデルとされる，コミュニ
ティ・アズ・パートナーモデル８）では，コミュニティ
の概念定義は明示されず，モデルは，公衆衛生看護の対
象としてのコミュニティのとらえ方を説明するものであ
る。いずれにおいても，地域あるいはコミュニティは，
公衆衛生看護において実践の対象として重要な概念であ
ることを示しているといえる。
「コミュニティ」は，アメリカの社会学者マッキー
ヴァーにより1917年に提起されて以来，社会学を中心に
種々の角度から究明されてきた９）。『コミュニティの社
会学』を著した松原は，コミュニティについてのとらえ
方の流れが，単なる地域的存在概念としてつかむという
姿勢から，地域住民の生活福祉をより高める社会的条件
となしうるといったような操作概念と考えるようになっ
てきたとしている。松原は，「コミュニティ」を政策科
学への方向で理論化する意図をもって本書を著してい
る。現代において「コミュニティ」は都市や地方の現状
を認識し分析する学術用語であり，合わせてより良い生
活の質を求める方向を照らし出す政策用語として，政
府・自治体，企業・団体の側からも活用されている10）。
筆者らは，日本の行政保健師が実践を通し生活者個々
の生活の営みから「地域」の把握へとつないでいくよう
な，「個から地域へ」と展開する，保健師の思考過程の
中に，公衆衛生看護実践の本質があると考え，このよう
な思考過程に着目した公衆衛生看護の実践モデルの開発
に取り組んでいる。第一段階として，公衆衛生看護実践
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目的：本研究では，日本の行政保健師が，実践の語りにおいて「地域」をどのように解釈し，意味づけているのかを明らか
にすることを目的とした。
方法：リーダー的立場，または実践経験10年以上の保健所・市町保健師６名に対して，１回66分のグループインタビューを
実施した。インタビューにおける具体的な保健師の実践の語りの中で用いられた「地域」の意味を分析した。
結果：保健師が「地域」で表現した意味は，【生活の場】等の地理的範域，【地域で共に生活する人々の集団】等の人々，
【同様の健康課題を有するいくつかの集団を含むより大きな集合体】等の保健師活動の対象イメージであった。
考察：保健師は「地域」という概念を，地理的範域や人々という意味に加え，保健師実践の対象を示す概念として用いるこ
とが明らかになった。保健師実践の対象としての「地域」における，規範的な側面と実体的な側面が明らかになった。
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の文献分析をもとに，「‘個から地域へ’展開する保健師
の思考過程に着目した公衆衛生看護実践モデル」原案を
作成した11）。当原案は，文献検討に基づき「個に向かう
支援の特徴」「地域に向かう支援の特徴」「個と地域を連
動させたアセスメントと評価の特徴」「支援の基盤とな
る価値・信念」から構成される。本原案の検討過程にお
いて，原案で用いている「地域」の概念定義が明確でな
いことが課題となった。
地域福祉の立場からマレー. G. ロスのコミュニティ・
オーガニゼーションを研究した山口12）は，「日常用語で
あり，また，多義的であるコミュニティという言葉を，
どのような文脈において，どのように解釈し，意味づ
け，定義するのかといった点については，学問的立場，
研究対象，研究方法によって異なる」と述べている。そ
こで本研究では，歴史的に受け持ち地区制で活動を展開
してきた日本の行政保健師が，「地域」をどのような意
味で捉えているのかを明らかにすることを目的とした。
公衆衛生看護実践において，「地域」は「コミュニ
ティ」と同義であり，実践モデルの重要な構成概念とな
る。行政保健師が捉える「地域」の意味を明らかにする
ことは，公衆衛生看護実践における「地域（コミュニ
ティ）」の概念を明らかにすることにつながり，これに
より，公衆衛生看護実践モデルの開発の一助とするもの
である。
Ⅱ．研究方法
１．研究協力者
保健所または市町村のリーダー的立場の保健師，ある
いは実践経験10年以上の経験豊かな保健師である。研究
者が所属する大学と実習等でかかわりのある保健所・市
町村のリーダー保健師に依頼文を送付し，当該保健所・
市町村のリーダー保健師またはそれらの者から推薦を受
けた者から協力を得た。
２．データ収集方法
本研究では，行政保健師による「個から地域へ」展開
する保健師の思考にともなう実践の語りにおける「地
域」の意味を分析した。筆者らは，前述の公衆衛生看護
実践モデルを開発する過程において，研究協力者の経験
に基づき保健師実践の具体的事例を語ってもらう，グ
ループインタビューを実施した。このインタビューは，
筆者らが作成したモデル原案を示し，その原案が保健師
の実践過程における思考の特徴を適切に表しているかど
うかについて，実践の具体的な事例をあげてもらい意見
を聴取したものである。モデル原案は，実践報告から導
いた保健師の思考過程についての記述から構成されてい
る。本研究では，このインタビューで得られた行政保健
師による保健師自身の実践の語りを分析対象とした。本
研究の分析データは，保健師に対し直接的に「地域」を
どのような意味で用いているかを問うて得たデータでは
ない。それゆえ，保健師が保健師の実践を語る際に無意
識的に「地域」に含める意味を捉えることができるので
はないかと考えた。
３．データ分析方法
データ分析の目的は，行政保健師が実践の中で「地
域」をどのような意味でとらえているのかを明らかにす
ることである。コミュニティ・アズ・パートナーモデル
は，地域看護の実践モデルとされ，アセスメントと看護
過程を表している。ニューマンの看護モデルを基に，モ
デル中の「人」を「コミュニティ」に置き換え，地域
看護の実践モデルとした８）。このことから本研究では，
「地域」すなわち「コミュニティ」の意味・解釈につい
て，「人」すなわち「個人（個・個別）」（以下個とする）
と対比することで明らかにできるのではないかと考え
た。
分析の手順は次のとおりである。
⑴　得られた語りのデータから，「個」または「地域」
を含む発言部分全てを，意味のあるひとまとまりの内容
の単位で抽出した。語りの文脈を何度も読み返し，前後
の文脈から「個」と「地域」という言葉で保健師が意味
した内容を解釈し，命名した。
⑵　⑴の結果，「地域」で表した意味のひとつに【保健
師活動の対象としての抽象的なイメージ】が見出され
た。これは，公衆衛生看護実践の対象としての「地域」
の概念に通じるデータと考えられた。そこで，【保健師
活動の対象としての抽象的なイメージ】としての「地
域」の意味・解釈を深く分析するため，「人」すなわち
個と対比した語りの文脈のみ再抽出し，分析した。
分析の厳密性を確保するため，語りの文脈における
「個」「地域」の意味の解釈は研究メンバーで複数回，
メールおよび対面により討議した。さらに研究協力者に
解釈した意味を提示し，真実を示しているかどうかを検
討するメンバーチェッキングを実施し，研究協力者の回
答に基づき一部修正した。
４．倫理的配慮
インタビューは，モデル開発を目的とするものである
ことを研究協力者に口頭と書面で説明し同意を得て実施
した。インタビュー日時は，業務時間外の休日に設定
し，研究協力者が自由な意思で参加を決定できるように
した。インタビューでは，個別の地域・施設や個人名が
わからないよう匿名化して実践を語ってもらうように依
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頼した。本研究は兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発
研究所研究倫理委員会の審査を受け，平成27年12月21日
に承認を得た後に実施した。
Ⅲ．研究結果
１．研究協力者の概要
研究協力者は県型保健所保健師３名，市保健師２名の
計５名であった。保健師経験年数は，20－29年３名，30
年以上２名であった。役職は，課長級１名，係長級３
名，その他１名であった。最終学歴は，専門学校卒３
名，大学卒１名，大学院修士課程修了１名であった。グ
ループインタビューの時間は66分であった。
２．語られた実践事例の概要
インタビューで挙げられたそれぞれが経験した具体的
な実践事例は一人当たり一～二例であった。保健所保健
師からは，「難病患者の災害対策を難病患者団体と共に
取り組んだ活動事例」「警察からの連絡票から把握した
ケースへの支援をきっかけに精神保健対象の早期把握・
対応体制を作り上げた活動」「愛育班や患者家族会支援
活動」「保健所管内関係機関との感染症対応のための連
携体制づくりの活動」が語られた。市保健師からは「地
域の健康づくりグループ育成」「担当地区に対する地域
組織化活動」が語られた。表１には事例と事例を語った
保健師を示した。
３．実践の語りの中で行政保健師が「地域」で表した意味
「地域」を含む語りは，60件抽出された。以下文中，
保健師が語りの中で「地域」で表した意味は【　】，「斜
体」は保健師の語りを示す。
「地域」で表現した意味は，【生活の場】【地理的に区
切られた特定の範囲】【保健師が責任を持つ担当エリア】
【地域で共に生活する人々の集団】【同様の健康課題を有
するいくつかの集団を含むより大きな集合体】【保健師活
動の対象としての抽象的なイメージ】であった（表２）。
「地域で精神の方々はどういうふうに災害時に対応し
ているんだろう」「施設に入所せんかったら地域では住
んでいけれへんっていう認識」など，施設ではない地域
という【生活の場】を意味して用いていた。「関係機関
に集まってもらって，市の健康推進課，それと医師会，
地域の医療機関ですよね」「やっぱり地域全体の医療機
関を結ばないかんし」では，市町村あるいは保健所管内
区域などは，【地理的に区切られた特定の範囲】を意味
して用いていた。「自分の担当する地域の中で健診を受
けてフォローがいるのに来ない人たちがいて」「本当に
無関心の人たちが地域にね，本当に多いんやなっていう
ことがわかってきて」では，「地域」は【地理的に区切
られた保健師の担当エリア】を意味していた。以上はす
べて，「地域」という言葉で，地理的に区切られるなど
した区域や場を意味していると解釈された。
「多分，歩くっていうことがすごく，ここの地域に認
められてきたのかなって」「町内会の人たちの悩みが，
地域のつながりが途切れやすいというか，そこは頑張っ
ている地域で，交流の機会を年何回も持ってたんですけ
ど」などでは，「認める」「頑張る」「つながる」などの
表現から，行政上管轄する範囲など地理的に区切られた
範囲で生活をする人々
4 4
を意味して用いており，【地域で
共に生活する人々の集団】とした。
【同様の健康課題を有するいくつかの集団を含むより大
きな集合体】は，「（感染防止対策）加算病院は一生懸命
院内感染に対してやっておられるんですね。そういう部分
をつなげる。感染症っていう切り口かもしれないけど，そ
れを地域に本当に拡げるために，関係機関に集まっても
らって，」「加算にも入っていない病院にもモチベーション
を持ってもらって，そういう何だろう，利害と別に，地域
全体の眼をみんなに持ってもらいたい」の語りの中で「地
域」で意味した内容を表した。この語りにおいて「地域」
は，地理的に区切られるなどした範囲や場でもなく，地域
で共に生活する人々の集団でもなく，より抽象的な意味合
いで用いられていた。「地域に拡げる」とか「地域全体の
表１　語られた事例と保健師一覧
保健師Ａ
難病患者の災害対策を難病患者団体と共に取り組
んだ活動事例、保健所管内関係機関との感染症対
応のための連携体制づくりの活動
保健師Ｂ
警察からの連絡票から把握したケースへの支援を
きっかけに精神保健対象の早期把握・対応体制を
作り上げた活動
保健師Ｃ 愛育班や患者家族会支援活動
保健師Ｄ 地域の健康づくりグループ育成
保健師Ｅ 担当地区に対する地区組織化活動
表２　 行政保健師が保健師活動を語る中で「地域」
で表した意味
生活の場（ADE）
地理的に区切られた特定の範囲（AE）
保健師が責任を持つ担当エリア（Ｅ）
地域で共に生活する人々の集団（BCDE）
同様の健康課題を有するいくつかの集団を含むより大きな集
合体（Ａ）
保健師活動の対象としての抽象的なイメージ（ABCD）
＊表中記号は表１の保健師と対応
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眼」という表現からは，何らかの健康課題を有する特定で
4 4 4
きる
4 4
集団から不特定多数
4 4 4 4 4
の集団へと視野を拡大するような
イメージで「地域」という言葉を用いていると解釈された。
保健師の語りでは，より抽象的な意味合いで「地域」
が多用されており，【保健師活動の対象としての抽象的
なイメージ】とした。それらは，保健師の活動の専門性
や醍醐味を語る中で用いられ，保健師を説明しようとす
る意図と深く結びついていた。ある保健師は，長い保健
師経験のなかでやりがいを感じることができたのは，精
神障害者本人や家族の自主グループへの支援などであ
り，そこでは「地域を経験させてもらった」という思い
があること，そのようなやりがいを感じることが「地域
にも拡げていける，何か原動力になる」と，そのような
経験が保健師にとても重要と考えていることを語った。
語りにおける「地域」が保健師活動を説明する意図で用
いられていることから，保健師が保健師の活動対象とし
ての「地域」のイメージを表していると解釈し，【保健
師活動の対象としての抽象的なイメージ】とした。
４．【保健師活動の対象としての抽象的なイメージ】と
しての「地域」の語り─「個」と対比した語りの文
脈の分析─
保健師が保健師活動を語る中で「地域」で表した意味
のひとつに，【保健師活動の対象としての抽象的なイメー
ジ】が見出された。保健師は対象としての「地域」にど
のようなイメージを持っているのかを明らかにするため，
「個」と対比している語りから，どのような意味を持つ
「個」と対比し，何を語っているのかを明らかにした。
「個」を含む語りは28件抽出され，その意味した内容
は，《グループ・集団を構成する一人ひとり》《地域で共
に生活する集団を構成する一人ひとり》《専門的支援を
必要とする特定のケース》《一人ひとりの健康福祉を追
究すべき対象》《保健師が支援すべき課題を潜在的に抱
える対象》《同様の課題を抱える集団の代表者》《構成員
の生活を捉える質的な情報の源】に整理された（表３）。
【保健師活動の対象としての抽象的なイメージ】とし
ての「地域」と対比して語られた「個」の意味は，以上
のうち，《グループ・集団を構成する一人ひとり》《専門
的支援を必要とする特定のケース》《一人ひとりの健康
福祉を追究すべき対象》《同様の課題を抱える集団の代
表者》《構成員の生活を捉える質的な情報の源》であり，
その文脈と内容は次の通りであった。
１）《一人ひとりの健康福祉を追究すべき対象》として
の「個」と対比した語り
インタビューで提示したモデル原案に対して，ある保
健師は「この個から地域（という表現）から考えたの
は，個を（に）どれだけかかわってるかによって，その
活動が地域に向くのかなって思っていた」と語った。ま
た，別の保健師は，個を，課題という側面ではなく，ど
のような目標を持っているか，どうしていきたいのかを
捉え，そこに共通点を見いだすことで，「実際にそれが
地域の何か施策に結びつくのかどうか，それを結びつけ
ることでみんながいい方向に向かうのかどうか」を考え
なければならないと語った。いずれの語りにおいても
「地域」で表す意味は保健師が個の関わりから生み出す
方向性であり，その地域と対比して語った「個」につい
て保健師は，《一人ひとりの健康福祉を追究》していく
べきと考えていた。
２）《同様の課題を抱える集団の代表者》としての「個」
と対比した語り
ある保健師は難病患者と共に災害対策を考えた活動に
ついて，その取り組みが「個だけではなくて集団の力に
もなったし，それが地域につくられること，地域の施策
とかそういった啓発なんかに使える」と語った。この語
りの中の「個」は，直接かかわった難病患者を難病とい
う《同様の課題を抱える集団の代表者》と捉えており，
そのような「個」から，「集団」「地域」と対象の拡が
り，あるいは対象を捉える保健師の視点の拡がりについ
て語った。
３）《専門的支援を必要とする特定のケース》としての
「個」と対比した語り
ある保健所保健師は，「個の事例で，個のためだけで
はなく仕事をするというか，一人一人個別にかかわっ
て，いろんな課題が見えてくるんだけど，その中で実際
にこれは本当に地域の課題なのかどうかというのをき
ちっとアセスメントしないと」いけないと語った。また
別の保健師は，警察からの連絡票から把握したケースへ
の支援をきっかけにケースの早期把握・対応体制を作り
上げた活動の語りの最後に，「（こうした保健師や関係者
と）個の結びつきが，地域での精神保健とかっていう，
表３　 行政保健師が保健師活動を語る中で「個」で
表した意味
グループ・集団を構成する一人ひとり（D）
地域で共に生活する集団を構成する一人ひとり（D）
専門的支援を必要とする特定のケース（ABE）
一人ひとりの健康福祉を追究すべき対象（AC）
保健師が支援すべき課題を潜在的に抱える対象（A）
同様の課題を抱える集団の代表者（A）
構成員の生活を捉える質的な情報の源（BE）
＊表中記号は表１の保健師と対応
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そのよい状態に持っていくっていうところにつながる」
と語った。いずれの語りにおいても，「個」は精神疾患
や難病などを抱え，専門的に濃厚な支援を必要とする特
定のケースを意味すると解釈され，そのようなケース支
援において，「個のためだけではなく」，「地域」の課題
かどうか見極めたり，「地域」をよい状態にすることを
目指したりすると語っていた。
４）《グループ・集団を構成する一人ひとり》としての
「個」と対比した語り
別の保健師は，「個人からグループ，集団っていうこ
とは，今までも脳卒中の方の会だとか，障害者を持った
方の親の会だとか，認知症の会だとか，そういう個から
集団という活動は，保健師活動としてやってきた」とい
う感触があったが，インタビューのテーマである「個か
ら地域」というと，「何が個から地域なんだろう，地域
全体を変えるってどういうことなんだろうっていつも
ずっと悩んで」いたと語った。この保健師の語りの中の
「地域」は，語っている保健師自身も悩むほどあいまい
なイメージだが，しかしその「地域」は，保健師にとっ
てよく考え悩むべき概念と捉えていると考えられた。そ
の語りのなかでの「個」は，これまで脳卒中や障害者な
どの患者家族会の支援は行ってきたと語っているよう
に，専門的濃厚に支援すべきケースとしての「個」とい
うよりも，《グループ・集団を構成する一人ひとり》を
イメージしていると解釈された。
５）《構成員の生活を捉える質的な情報の源》としての
「個」と対比した語り
ある市保健師は，受け持ち地区の住民が健診を毎年受
診していても，その結果が悪化し，重症化するのは何故
かと疑問を持ち，健診結果を分析するとともに，個々の
生活背景に何があるのかを意識的に把握し，「そうやっ
て見えてきたデータとか個人の生活背景が共通する地域
の問題」を地区の自治会や住民組織に報告したことを
語った。別の保健師はこの語りを聞いて，「さっきの話
だったら，データから個人を見ていくその仕方が，視点
が，やっぱりこう個人から地域になって，地域からまた
個人がどうかなっていう，この見方をずっと繰り返して
いるな」と表現した。ここでの「個」は「地域」の問題
を捉えるための健診結果などの数値データとは異なる情
報源，背景の地域生活を捉える質的な情報源とみなして
いると解釈された。保健師はこのように，「個」を通し
て「地域」の問題を捉えていくという保健師特有のアセ
スメント方法を語っていた。
Ⅳ．考　察
１．行政保健師が用いる「地域」の多義性
本研究では，公衆衛生看護における「地域」の概念の
明確化をめざし，行政保健師が保健師活動を語る中で
「地域」をどのような意味で用いているのか，保健師実
践の対象としての「地域」にはどのような意味が含まれ
るのかを，明らかにした。行政保健師が語りの中で「地
域」で表した意味は，【生活の場】【地理的に区切られた
特定の範囲】【地理的に区切られた保健師の担当エリア】
【地域で共に生活する人々の集団】【同様の健康課題を有
するいくつかの集団を含むより大きな集合体】【保健師
活動の対象としての抽象的なイメージ】であった。
【生活の場】【地理的に区切られた特定の範囲】【地理
的に区切られた保健師の担当エリア】の「地域」は，行
政上地理的に区切られるなどした区域や場を意味して用
いていた。これに対し【地域で共に生活する人々の集
団】は，価値観が変化したり，つながり合ったりと表現
されたように，「地域」という言葉で，区域や場でなく，
そこで暮らす人々を表していた。【同様の健康課題を有
するいくつかの集団を含むより大きな集合体】【保健師
活動の対象としての抽象的なイメージ】における意味
は，区域や場でもなく，人々でもなく，保健師の活動を
語るうえでより抽象的な概念を表していた。
松原13）は，コミュニティに伝統的に含まれてきた規
定は，地理的範域性と，人々の間の相互作用であると
した。WHOの地域看護専門委員会14）は，Community 
Healthの改善への看護の貢献を明確にすることを目的と
した報告書の中で地域（Community）を，「地理的境界
と（あるいは）共通の価値や関心によって決められた社
会的集団（social group）である」としている。いずれも，
地理的な範域と人々の集団という２つの要素が共通して
含まれており，保健師の語りのなかで「地域」で表して
いた場及び人々という２つの意味に通じるものと考えら
れる。さらに本研究によって，行政保健師は「地域」を
【同様の課題を有するいくつかの集団を含むより大きな
集合体】【保健師活動の対象としての抽象的なイメージ】
など，人々でもなく場でもない，より抽象的な意味合い
で用いることがあることが明らかになった。
２．行政保健師が実践の対象としてとらえる「地域」の
概念
本邦の保健師教育テキストでは，地域・コミュニティ
を，公衆衛生看護，あるいは保健師活動の対象として説
明されている５），４），７）。本研究で見出した【同様の課題
を有するいくつかの集団を含むより大きな集合体】【保
健師活動の対象としての抽象的なイメージ】とは，行政
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保健師にとって，実践の対象としての「地域」という概
念を表すと考えられた。
コミュニティは，実体概念であると同時に規範概念で
もあるとされる10）。佐伯７）は，保健師が活動を行う際
には，アプローチの対象として，実態としてコミュニ
ティを把握分析すると同時に，活動の方向性を見出すた
めに，理念としてのコミュニティ像を持つことが必要と
述べている。行政保健師の活動の対象としての「地域」
の概念にもこの２つの側面が含まれると考えられた。
《一人ひとりの健康福祉を追究》する延長にある方向
性としての「地域」，保健師自身も悩むほどあいまいで
はあるが，深く考え悩むべき概念としての「地域」は，
保健師活動が向かわなければならない方向性として，
「地域」の規範概念あるいは活動理念を表すものと考え
られる。《同様の課題を抱える集団の代表者》から対象
を捉える視点の拡がりとしての「地域」，「個のためだけ
でなく」，「地域」の課題かどうか見極め，「地域」をよ
い状態にすることを目指し，【同様の健康課題を有する
いくつかの集団を含むより大きな集合体】として捉える
「地域」も，やはり「地域」という言葉で，保健師自身
が認識する保健師活動の在るべき姿を語っていると考え
られた。
一方，《構成員の生活を捉える質的な情報の源》であ
る「個」を通して「地域」の問題を捉えていくという，
保健師特有のアセスメント方法で語られる「地域」は，
現実的にアプローチをしていく対象，実体として把握・
分析する対象として，すなわち実体概念としての「地
域」であると考えられた。
３．行政保健師にとって実体概念としての「地域」
保健師は，「個」を《構成員の生活をとらえる質的な
情報の源》という意味で用い，この意味の「個」と対比
し，保健師は「個」を通して「地域」の問題をとらえて
いくと語っていた。
金子10）は，社会学，福祉学等それぞれ５つの専門的
学問分野の立場からコミュニティの捉え方をあげた。社
会学の立場からはコミュニティを「社会システム」と理
解する，一方，福祉学の立場からは「共生関係」と理解
するなどと述べている。つまり，把握したり介入したり
する対象として「地域」をどのように規定するのかは，
その立場によって異なり，それはその立場の専門性を反
映する。把握・分析し，介入する対象としての「地域」，
すなわち実体概念としての「地域」に対し，行政保健師
は古くから地域診断という技術を用いてきた。しかしこ
の技術は，公衆衛生技術者の共有技術15）であり，保健
師固有の技術としては確立の途上にある。「個」を「地
域」を捉える質的な情報源とみなす語りからは，「個」
を看護の立場からどのように把握するかが，保健師実践
の対象としての「地域」の把握とアプローチを，実体的
に規定する重要な要素のひとつと考えられた。
４．行政保健師にとって規範概念としての「地域」
【保健師活動の対象としての抽象的なイメージ】とし
ての「地域」は，一人ひとりの健康福祉を追究すると同
時に「地域」の健康福祉の追究にも責任を負うべきであ
ること，目前に顕在し，明らかな課題を有している個へ
の援助にとどまらず，背後に潜在すると推測される人々
にも資するケアシステム構築を担うべきであることな
ど，行政保健師としての役割認識が反映されていると考
えられた。つまり，行政保健師にとって規範概念として
の「地域」は，保健師実践の価値，保健師活動の在るべ
き姿であり，その中に行政保健師が実践のゴールとして
目指す「地域」の在り方を包含したものと考えられた。
マレー・G・ロスは，カナダにおいて1950年から70年
代にかけて，大学でソーシャルワークを教授し，コミュ
ニティ・オーガニゼーションの研究者として広く知ら
れている16）。コミュニティ・オーガニゼーションは，コ
ミュニティを対象としたソーシャルワークの一分野であ
り，看護における公衆衛生看護の関係と類似する。山
口 12）はロスのコミュニティ・オーガニゼーションを論
じる中で，コミュニティについて「単なる空間を意味す
るだけでなく，ソーシャルワーク実践の価値を生み出す
場であり，手段となるもの」とした。ソーシャルワーク
の価値を生み出す場としてのコミュニティ概念は，ソー
シャルワークにおける価値は何であるかが問われる。同
様に，公衆衛生看護にとっての「地域」は，公衆衛生看
護の価値を生み出す場であり，その概念を規範的な側面
からみると，公衆衛生看護実践の価値は何であるかが問
われなければならない。
目の前の個にとどまらず，背後の見えない人々にも視
点を拡げる保健師実践の基盤となる価値は，「地域」全
体，全ての人々の健康に対する責任を読み取ることがで
きる。このことは裏返せば，限られた資源をいかに全て
の人々に対し，公平に分配していくかが問われることに
なる。保健師基礎教育の技術項目を明らかにした麻原
ら 17）は，人々が共同生活する社会において，人々が公
平に扱われること，利益が公平に分配されることを重視
する倫理的な規範「社会的公正（social justice）」が，保
健師活動の理念・原則であるとした。行政保健師にとっ
て規範概念としての「地域」の基盤となる価値には，
「地域」全体への責任と限られた資源の公平な分配を重
視する考え方があると考えられた。
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Ⅴ．本研究の限界
本研究の結果は，同県内の複数の保健所及び市町の熟
練保健師数名の語りから得られたデータを基にしてお
り，実践の背景が共通することの影響が考えられる。ま
たグループインタビュー１回の限られたデータである。
行政保健師にとって「地域」は多義的で曖昧な概念で
あり，その概念を明らかにする方法論は確立していな
い。本研究では研究者らが作製した「‘個から地域へ’
展開する保健師の思考過程に着目した公衆衛生看護実践
モデル」原案を用いて引き出された語りから得られた成
果であることを前提に解釈する必要がある。さらにこの
結果は，行政機関の公衆衛生・保健サービスの担い手で
ある保健師の語りから得られた知見である。産業保健・
学校保健分野も含めた公衆衛生看護実践の対象としての
コミュニティ概念を明らかにするためには，多様な領域
の保健師の語りや記述データを基に検証していく必要が
ある。
Ⅶ．結　論
日本の保健師実践に基づく公衆衛生看護のモデル開発
の一助とするため，行政保健師が保健師活動を語る中で
「地域」をどのような意味で捉えているのかを明らかに
した。その結果，行政保健師は「地域」という概念を，
地理的範域や人々という意味に加え，保健師実践の対象
という抽象的な概念として用いることがあることが明ら
かになった。保健師実践の対象としての「地域」には，
規範的な側面と実体的な側面が含まれた。実体的側面と
しての「地域」では，行政保健師は「個」を「地域」を
捉えるための質的な情報源と認識する語りがあり，「個」
を看護の立場からどのように把握するかが，保健師実践
の対象としての「地域」を実体的に規定する一要素と考
えられた。一方規範概念としての「地域」では，「地域」
全体への責任と限られた資源の公平な分配を重視する考
え方が，その基盤となる価値と考えられた。
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THE MEANING OF “COMMUNITY” IN PUBLIC HEALTH NURSING ACTIVITIES: 
ANALYSIS OF THE NARRATIVE DATA OF PUBLIC HEALTH NURSES
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Purpose: To clarify the concept of “community” in public health nursing; specifically, we explored what public health 
nurses mean by “community” when referring to public health nursing activities.
Methods: Six experienced public health nurses, working at municipal and prefectural health centers, participated in 
focus group interviews. Narrative data about their specific experiences of public health nursing activities were analyzed 
to understand the meaning of “community,” a term that they used in their narratives.  
Result: To public health nurses, a “community” represents “a place where individuals live” （i. e., a geographical area）, 
“a group of people living together” in said region, and “a larger aggregation of people, including plural groups of 
individuals with similar health problems” （i. e., target populations of public health nursing）.
Conclusion: The meaning of “community” for public health nurses includes “targets of public health nursing,” as well 
as the geographic “area” and the “people” living in this area. The concept of “targets of public health nursing” includes 
two perspectives, moral concepts and substance concepts.
